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中間評価のための地域の絆と安心な暮らしに関する調査内容について

第二次健康わこう２１計画・第三次和光市食育推進計画

資料1－1
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健康わこう２１計画
(計画期間：10年)
平成20年～29年

第二次健康わこう２１計画
計画期間：１０年

第三次

　

第二次和光市
食育推進計画
(計画期間:2年)

第三次和光市食育推進計画
計画期間：１０年

第四次

策定3年目：計画見直し（1回目）
計画見直しの為の

事前調査
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１．計画の期間



 第二次健康わこう２１計画・第三次和光市食育推進計画につ

いて、令和２年度の計画見直しを行うにあたり、

市民の健康度及び第二次健康わこう２１計画策定時のおいて実
態を把握していない項目について調査し、評価指標の設定を行
う。

　また関連制度の改正等があった場合について見直しを行い、
計画の進捗状況、問題点を整理するとともに、調査結果の集計
と分析を行い、計画の見直しに反映することを目的とする。
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２．中間評価事前調査業務の目的



 実施年度 対象人数 回収人数 回収率

H24（第1次） 4,000人 1,435人 35.9％

H26 （第２次） 7,000人 3,064人 43.8％

H28（第２次の追加調査） 2,637人 2,361人 89.5％

・第1次、第2次調査については、健康づくり基本条例策定に伴い健康づくり施策 
 推進のために実施。当該調査時点においては、地域における集団への帰属や社
 会参加等の実態及び意識に係る調査が主体であった。

・第2次調査の追跡調査については、第二次健康わこう２１計画策定の基礎資料
 とするため、市民の健康度を図る尺度を調査票に追加し実施。

調査対象区域：市内全域

調査対象者：２０歳以上の
　　　　一般市民
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３．「地域の絆と安心な暮らしに関する調査」の実施に係る
　経緯
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４．H28年度実施の調査項目

　　
　　・基礎情報（家族構成・年齢・身長・体重等） 

　　・健康状態（傷病/通院の状況等） 

　　・生活習慣（食習慣・運動習慣・飲酒/喫煙習慣・その他の生活習慣等） 

　　・社会参加（外出・親族や友人、近隣等との交流・集団帰属等） 

　　・地域関係や社会関係資本との関わり 

　　・行政制度、施策等との関わり 



第二次健康わこう21計画策定時において、ニーズ

調査により実態を把握し課題の抽出を行うとした

以下の項目について調査内容を付加する

〇現役世代（社保加入者）の健康度に係る事項 

〇睡眠、休養に関する事項 
〇メンタルヘルスに関する事項 
〇生活困窮に関する事項
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〇和光市の食育に関する事項
〇運動に関する事項　　　　
〇たばこに関する事項
〇居場所に関する事項

５．令和元年実施予定の調査における従来調査との
　変更点（案）

さらに以下の項目についても
追加



一般市民（20歳以上） 7,000人

H28追跡調査回答者 約2,000人

現役世代（社保加入者）の健康度を図るために、市内に事業所を
置いている団体・民間企業（おおむね5社を想定）へアンケート調
査及びヒアリング調査を行う予定 
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令和元年度　調査対象者



６．今後のスケジュール

　 9月 10月 11月

調査票 内容決定 対象者へ発送 調査票の回収

調査票…現在２２ページ　　　２０ページ以内へ

《回収率向上のために》
　・調査の必要性についての手紙を同封
　・広報やホームページ、ツイッターなどでの周知
　・はがきでの督促状（２回）

《調査対象者の抽出基準日》

　　９月２日（月）予定

 《調査対象者人数》
　　20～64歳以下 ： 6,000人
　　65歳以上　　 ： 1,000人
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